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　　　　　妖精　登場

　絵本にはないキャラクターがとんと

の人形劇には登場します。草の固まり

のような妖精が滑稽なしぐさで観てい

る子どもたちの緊張を和らげてくれま

す。

小さいやぎになった気分？

　子どもたちがこのお話を観ると

き、どうしても小さいやぎに目がい

きます。観ている多くの子どもたち

は小さいやぎになったつもりで劇中

にのめり込んでいるのですね。トロ

ルがいる橋を小さいやぎから渡りま

すが、不思議とここで「大きいやぎ

から渡ればいいのに」などと言う子

どもは一人もいません。何百回も上

演をしていますが、一回も言われた

ことがないのですね。このお話は、

小さいやぎから橋を渡るからこそド

ラマチックになるのです。そして小

さいやぎが勇気を振り絞り橋を渡り

始めると、観ている子どもたちもド

キドキします。橋の半ばにさしか

かったときトロルの第一声が聞こえ

ますが、もう心臓が飛び出しそうな

くらいドキドキしま丸実際のトロ

ルが現れると・・・生つばをコック

ンとしている子どもがあちこち

に・・・。緊張は最高潮に達しま

す。小さいやぎがまたさらに勇気を

振り絞り「もう少し待てば、ぼくよ
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これ以外では地元の幼稚園

保育園などで上演をしてます。

り大きいがらがらどんがくるよ」と

言って、トロルが「そんならとっと

と行っちまえ」と言って小さいやぎ

が渡ってしまうと緊張が少しにほぐ

れます。そして中やぎ、大やぎとつな

いで大きいやぎがトロルをやっつけ

ると緊張は一気にほぐれます。目の

前の架空のお話にこんなに緊張する

経験はきっとこのお話ならではのこ

とでしょう。どうぞ子どもと一緒に

心地よいドキドキ感を味わってくだ

さい。　　　　　　代表　前田耕一
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